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『南総里見八犬伝』の「知論」、その４

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
「
知
論
」、
そ
の
４

井

上

啓

治
（
表
現
文
化
学
科
）

序Ⅰ　
「
八
犬
伝
の
知
論
」
の
基
本

Ⅱ　

馬
琴
の
人
生
観
〈『
大
学
』
の
知
論
「
正
心
論
」〉

Ⅲ　

馬
琴
の
心
情
「
誠
意
・
正
心
の
作
家
」

Ⅳ　
「
仁
・
知
一
対
」

Ⅴ　

二
大
世
界
観
と
「
誠
意
・
正
心
」

序
こ
れ
ま
で
、
八
犬
伝
論
を
な
す
に
あ
た
り
、
物
語
性
・
人
間
の
性
（
本
質
）・

理
念
思
想
性
、
こ
れ
ら
の
説
話
的
出
拠
と
、
特
に
儒
学
原
典
の
出
拠
を
具
体
的

に
指
摘
・
剔
抉
し
、
そ
の
理
由
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
両
者
を
論
じ
、
も
っ
て

馬
琴
の
構
想
を
考
察
し
て
き
た
、

歴
史
小
説
性
・
理
念
思
想
性
・
大
衆
文
学
性
の
三
つ
か
ら
で
き
て
い
る
八
犬

伝
の
、
新
し
い
解
釈
と
享
受
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。

結
果
、【
少
年
の
成
長
】
と
、【
英
雄
・
武
士
は
仁
知
兼
備
】
と
い
う
よ
う
な
、

八
犬
伝
・
馬
琴
の
二
大
世
界
観
の
存
在
を
指
摘
し
て
き
た
。

物
語
的
魅
力
を
分
析
し
つ
つ
、
初
発
の
「
八
犬
伝
と
孝
経
・
論
語
と
史
記

―
第
一
部
里
見
の
聖
賢
像
と
『
封
神
演
義
』
太
公
望
像
を
め
ぐ
っ
て

―（
注
１
）」

以
来
、「
八
犬
伝
の
知
」
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
八
犬

伝
、
毛
野
の
〈
智
〉
と
人
性
観
・
教
育
観

（
注
２
）」・「
八
犬
伝
、
毛
野
・
房
八
の
智
と

〈
私
情（

注
３
）〉」
に
お
い
て
、主
要
人
物
た
ち
の
「
知
」
を
比
較
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
聖
賢
並
み
の
知
」
と
「
不
全
な
知
」
を
明
ら
か
に
し
、
以
降
の

論
考
も
併
せ
て
「
毛
野
・
親
兵
衛
、
両
天
才
少
年
の
不
全
未
熟
と
、
挫
折
不
遇
、

そ
し
て
成
長
、
完
成
」
を
論
証
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
々
々
稿
・
知
論
１
「
八
犬
伝
の
世
界
観
、［
知
論
］
を
め
ぐ
っ
て

（
注
４
）　」

に
お
い
て
、知
論
の
拙
稿
を
す
べ
て
総
浚
え
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。【
京

師
の
話
説
】
最
終
第
百
五
十
回
【
一
休
の
足
利
義
政
公
教
戒
】
に
お
け
る
「
政

道
論
」
に
続
く
「
妖
孽
論
」
を
採
り
上
げ
、
そ
の
出
拠
『
中
庸
』
を
指
摘
し
、
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わ
れ
る
⑴
【
下
帙
下
套
之
中
後
序
】（
下
の
下
の
中
、
後
序
と
略
す
）
を
中
心

に
考
察
し
た
結
果
、「
馬
琴
の
知
論
の
結
論
①
②
③
④
」
を
導
き
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
か
ら「
馬
琴
の
知
論
の
結
論
❶
❷
❸
❹（
儒
仏
相
補
）」に
短
く
ま
と
め
た
。

そ
し
て
、
こ
の
四
つ
の
結
論
か
ら
、
上
記
⑵
【
毛
野
の
独
白
・
内
部
世
界
】
の

核
心
た
る
「
性
の
美
論
」
に
触
れ
、そ
れ
に
関
す
る
馬
琴
の
論
拠
儒
学
原
典
『
中

庸
』
を
考
察
し
た
結
果
、「『
中
庸
』
の
知
論
の
基
本
❶
❷
」
を
得
た
。
次
い
で
、

⑵
の
【
毛
野
の
独
白
・
内
部
世
界
】
の
該
当
テ
キ
ス
ト
を
考
察
す
る
こ
と
で
、

同
じ
く
短
い
形
で
「
馬
琴
の
知
論
の
結
論
❺
❻
（
儒
学
）」
を
示
す
こ
と
が
で

き
た
。

最
後
に
、
馬
琴
の
〈
心
情
面
〉
に
関
し
て
二
点
、
⑴
【
下
の
下
の
中
後
序
】

の
前
々
稿
に
付
け
た
番
号
で
言
う
と
Ｘ
４
と
、⑶
【
一
休
の
足
利
義
政
公
教
戒
】

の
同
じ
く
番
号
で
言
う
と
⑥
の
Ⓓ
３
、
こ
の
両
者
に
共
通
に
見
え
る
馬
琴
の
強

い
心
情
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
儒
学
理
念
思
想
「
正
心
論
」
に
通
じ
て
い
る
、
と

思
わ
れ
た
が
、「
続
稿
に
期
す
」
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
正
心
論
」
を
論
ず
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
八
犬
伝
の
知
論
の
研
究
」
で
、
簡
略
に
示
し
て
き
た

も
の
の
内
の
一
つ
二
つ
、
殊
に
⑴
の
Ｘ
２
に
つ
い
て
、
ま
た
⑴
の
Ｘ
３
・
Ⓒ
１

に
つ
い
て
も
詳
細
な
考
察
を
追
加
し
、
も
っ
て
初
発
の
理
念
思
想
「
仁
知
一
対

論
」
に
戻
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

Ⅱ　

馬
琴
の
人
生
観
〈『
大
学
』
の
知
論
「
正
心
論
」〉

さ
て
、
今
回
も
っ
と
も
注
目
し
た
い
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
上
記
、
⑶
の

こ
れ
が
「
至
誠
論
」「
明
知
論
」
で
あ
り
、「
誠
論
」
は
「
性
（
も
の
ご
と
の
本

質
）
論
」
で
、
こ
れ
ら
「
至
誠
・
明
知
・
性
」
論
こ
そ
「
仁
知
一
対
兼
備
、
即

人
間
の
理
想
」
な
る
【『
中
庸
』
の
知
論
】
で
あ
る
を
指
摘
、考
察
し
た
の
で
あ
っ

た
。こ

れ
は
そ
の
ま
ま
、「
性
美
し
き
」
仁
の
犬
士
親
兵
衛
・
知
の
犬
士
毛
野
、

即
ち
「
仁
と
知
」、こ
れ
こ
そ
八
犬
伝
に
託
し
た
馬
琴
の
理
想
で
あ
り
、親
兵
衛
・

毛
野
に
託
し
た
【
少
年
の
成
長
】
に
関
わ
る
理
念
思
想
で
あ
り
、
八
犬
伝
研
究

に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
ゆ
え
、「
課
題
❶
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

折
に
触
れ
、
論
じ
て
ゆ
く
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

Ⅰ　
「
八
犬
伝
の
知
論
」
の
基
本

本
研
究
で
は
、
八
犬
伝
の
知
論
と
し
て
、
殊
に
以
下
の
三
か
所
を
考
え
て
き

た
。
そ
れ
は
、
馬
琴
が
、
こ
と
さ
ら
に
「
知
」
等
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
言
表

化
し
て
い
る
ゆ
え
で
あ
る
。

（
１
）
第
百
六
十
七
回
巻
頭
、
第
九
輯
【
下
帙
下
套
之
中
後
序
】

（
２
）
第
八
十
九
回
、
湯
島
天
神
境
内
【
毛
野
の
独
白
・
内
部
世
界
】

（
３
）
第
百
五
十
回
、
京
師
の
話
説
最
終
【
一
休
の
足
利
義
政
公
教
戒
】

こ
れ
ら
の
、
知
論
に
該
当
す
る
本
文
を
、
す
べ
て
分
析
し
て
番
号
を
付
け
、

分
類
し
、
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
、
前
々
稿
知
論
２

（
注
５
）・
前
稿
知
論
３
（
注
６
）に

明
ら
か
に
示
し
た
。

ま
ず
、〈
理
念
思
想
面
〉
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
示
す
と
、前
稿
で
は
、「
馬

琴
の
知
論
に
お
け
る
定
義
①
〜
⑥
」
を
示
し
た
後
、
馬
琴
の
知
論
の
中
心
と
思
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ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、「『
大
学
』
の
知
論
」
と
で
も
い
え
る

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
（
３
）
の
⑥
の
Ⓓ
３
の
傍
線
部
の
儒
学
理
念
を
示

す
と
、

脩
身
、
正
心
、
成
家
、

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
『
大
学
』
の
冒
頭
部
に
あ
っ
て
、
古
来
も
っ
と
も
著
名

な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か

（
注
７
）。
書
き
下
す
。

古
え
の
明
徳
を
天
下
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
せ
し
者
は
、
先
ず
其
の
国
を

治
め
た
り
。

其
の
国
を
治
め
ん
と
欲
せ
し
者
は
、
先
ず
其
の
家
を
斉
え
た
り
。

其
の
家
を
斉
え
ん
と
欲
せ
し
者
は
、
先
ず
其
の
身
を
脩
め
た
り
。

其
の
身
を
脩
め
ん
と
欲
せ
し
者
は
、
先
ず
其
の
心
を
正
し
く
せ
り
。

其
の
心
を
正
し
く
せ
ん
と
欲
せ
し
者
は
、
先
ず
其
の
意
を
誠
に
せ
り
。

其
の
意
を
誠
に
せ
ん
と
欲
せ
し
者
は
、
先
ず
其
の
知
を
致
せ
り
。

知
を
致
す
は
物
を
格
す
に
在
り
き
。

物
格
し
く
し
て
后
、
知
至
る
。

知
至
り
て
后
、
意
誠
な
り
。

意
誠
に
し
て
后
、
心
正
し
。

心
正
し
く
し
て
后
、
身
脩
ま
る
。

身
脩
ま
り
て
后
、
家
斉
う
。

家
斉
い
て
后
、
国
治
ま
る
。

国
治
ま
り
て
后
、
天
下
平
か
な
り
。

⑥
の
Ⓓ
３
と
思
わ
れ
る
。
引
い
て
み
る
。
傍
線
部
Ⓓ
３
と
そ
の
後
続
部
に
、
さ

ら
に
そ
れ
に
続
く
㋐
３
も
紹
介
し
て
お
く
。

⑥
Ⓓ
３
庸
才
な
る
も
、
憗
い
に
漢
学
び
し
て
、
眼
其
の
用
を
做
す
と
き
は
、

心
高
慢
り
己
に
惚
れ
て
、
博
き
に
誇
り
俗
を
欺
き
、
利
を
尋
ね
名
を
鬻
ぎ

て
、
反
っ
て
身
を
脩
め
心
を
正
し
く
し
、
家
を
成
し
、
道
を
行
う
、
真
の

学
問
に
は
疎
か
に
て
、
只
世
俗
を
非
と
し
賤
し
め
て
、
身
は
是
れ
魔
界
に

在
る
を
思
わ
ず
、
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
、
乱
を
起
こ
し
て
刑
せ
ら
れ
、

衆
と
争
う
て
兵
せ
ら
る
。
か
く
の
如
き
白
物
の
、悪
名
を
貽
す
が
如
き
は
、

瞳
子
な
か
り
し
這
の
虎
の
、
眼
に
点
し
て
遂
に
那
の
禍
事
を
惹
き
出
せ
し

と
、亦
た
年
を
同
じ
く
し
て
論
ず
べ
し
。
嗚
呼
造
化
の
小
児
の
手
段
玄
妙
、

禎
祥
も
徒
に
興
ら
ず
、
妖
月
孽
も
徒
に
起
こ
ら
ず
。
事
勧
懲
に
係
る
所
、

誰
か
這
の
深
き
意
を
知
ら
ん
や
。
是
に
由
り
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
這
の
虎

実
に
巨
勢
金
岡
の
肉
筆
な
る
や
、
神
明
仏
陀
の
灵
画
な
る
か
、
人
も
得
知

ら
ず
、
我
も
得
知
ら
ず
。
知
ら
ぬ
を
強
い
て
説
を
做
し
て
、
原
故
を
究
め

ん
と
欲
す
る
は
、
是
惑
い
の
み
。
蓋
し
虎
の
猛
悪
な
る
も
、
瞳
な
け
れ
ば
、

人
を
傷
ら
ず
。
㋐
３
人
の
性
の
美
し
か
ら
ぬ
も
、
見
ず
知
ら
ざ
れ
ば
、
倒

か
に
易
か
り
。
然
れ
ば
瞽
者
は
、
反
っ
て
具
眼
の
俗
に
勝
り
て
、
富
戸
あ

り
、
博
識
あ
り
て
、
家
を
興
す
も
尠
か
ら
ず
。
眼
目
の
資
助
は
、
人
に
よ

る
べ
し
。

こ
こ
は
、
傍
線
の
波
線
部
に
注
目
す
べ
き
と
提
案
し
た
い
。
い
つ
も
の
馬
琴
の

公
憤
・
慷
慨
の
如
く
と
思
わ
れ
よ
う
が
、
実
は
こ
こ
に
は
核
心
的
な
知
論
が
含
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つ
ま
り
、
最
初
の
個
人
に
関
す
る
五
条
目
の
の
ち
、
家
・
国
・
天
下
へ
と
至

る
の
だ
、
と
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、「
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
、
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」

と
覚
え
て
い
た
が
、
八
目
の
内
、
三
つ
が
さ
り
気
な
く
馬
琴
の
烈
し
い
慷
慨
に

入
っ
て
い
て
も
、
素
通
り
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
⑶
の
⑥
の

Ⓓ
３
は
、
明
ら
か
に
馬
琴
の
意
識
し
た
「『
大
学
』
の
知
論
」
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

何
故
な
ら
、
引
用
部
前
半
七
行
は
、「
明
徳
天
下
（
平
天
下
）・
治
国
、
斉
家
・

修
身
、
正
心
・
誠
意
、
致
知
・
格
物
」
で
あ
っ
て
、
上
記
「
朱
子
八
条
目
」
で

あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
後
半
の
七
行
で
あ
り
、
や
は
り
「
格
物
・
致
知
、
誠
意
・

正
心
、
修
身
・
斉
家
、
治
国
・
平
天
下
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
『
大
学
』

冒
頭
部
十
四
行
は
、
第
一
目
か
ら
第
八
目
へ
、
そ
の
ま
ま
第
八
目
か
ら
第
一
目

へ
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
八
条
目
の
重
要
性
が
知
れ
よ
う
。

抑
々
、
折
り
返
し
に
気
づ
け
ば
、
い
っ
そ
う
や
は
り
注
目
さ
れ
る
で
は
な
い

か
。「
致
知
・
格
物
」、
そ
し
て
折
り
返
し
て
「
格
物
・
致
知
」
と
始
ま
っ
て
、「
Ⓨ

知
至
り
て
後
、
意
、
誠
な
り
。
意
、
誠
に
し
て
後
、
心
正
し
。
心
正
し
く
し
て

後
、
身
、
修
ま
る
。
身
修
ま
り
て
後
、
家
斉
う
。。。。」。
つ
ま
り
「
致
知
・
誠
意
・

正
心
・
修
身
・
斉
家
」
と
。「
知
」
か
ら
始
ま
る
と
も
読
め
る
か
も
し
れ
ぬ
。「
知
」

が
強
く
意
識
さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
こ
の
波
線
部
Ⓨ
を
注
目
し
て
お
こ
う
。

そ
し
て
馬
琴
は
、
⑶
の
⑥
の
Ⓓ
３
に
、「
修
身
・
正
心
・
成
家
」
と
示
し
た
。

即
ち
、波
線
部
Ⓨ
の
あ
た
り
を
馬
琴
も
強
く
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
⑥
の
Ⓓ
３
以
下
は
き
わ
め
て
重
要
で
は
な
い

天
子
よ
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
一
に
是
れ
皆
、
身
を
脩
む
る
を
以
て

本
と
為
す
。

其
の
本
乱
れ
て
末
治
ま
る
者
は
、
否
ら
ず
。

其
の
厚
き
所
の
者
薄
く
し
て
、
其
の
薄
き
所
の
者
厚
き
は
、
未
ま
だ
之
れ

有
ら
ざ
れ
ば
也
。

此
れ
を
本
を
知
る
と
謂
い
、
此
れ
を
知
の
至
り
と
謂
う
也
。

こ
れ
が
、
第
二
節
の
全
て
で
あ
る
。
上
記
八
犬
伝
（
３
）
の
⑥
の
Ⓓ
３
傍
線
部

儒
学
理
念
「
修
身
・
正
心
・
成
家
」
は
、
朱
子
が
大
学
の
「
八
条
目
」
と
名
付

け
た
、「
平
天
下
・
治
国
・
斉
家
・
修
身
・
正
心
・
誠
意
・
致
知
・
格
物
」、
こ

の
傍
線
部
の
三
条
で
は
な
い
か
。
こ
の
八
条
は
一
般
に
、
前
半
の
「
修
身
・
斉

家
・
治
国
・
平
天
下
」
で
知
ら
れ
て
い
よ
う
し
、
儒
学
の
政
治
政
道
観
の
基
本

理
念
と
し
て
流
布
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、出
拠
は
、こ
の
『
礼
記
』「
大
学
」

で
あ
る
。

書
き
出
し
の
「
大
学
の
道
は
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
。
民
に
親
し

む
に
在
り
。
至
善
に
止
ど
ま
る
に
在
り
」
に
始
ま
る
僅
か
五
十
八
字
の
第
一
段

第
一
節
が
、「
明
徳
・
親
民
・
至
善
」
を
掲
げ
て
、
学
問
完
成
、
大
学
の
道
を

説
く
の
に
対
し
、
こ
の
第
二
節
で
は
、
明
徳
は
、
人
が
も
の
ご
と
を
格
し
く
理

解
し
て
初
め
て
、
知
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
、
誠
意
・
正
心
と
な
り
善
良
に
身

修
ま
る
、
と
ま
ず
一
人
一
人
の
為
す
べ
き
や
や
具
体
的
な
行
為
を
述
べ
る
。

そ
う
し
て
、
個
人
が
か
く
為
し
て
は
じ
め
て
、
家
族
・
国
家
・
天
下
へ
と
及

ぶ
の
で
あ
る
。
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『南総里見八犬伝』の「知論」、その４

の
学
問
を
疎
か
に
」
し
、「
身
は
、
魔
界
」、
こ
れ
ら
に
重
な
ろ
う
。

即
ち
、「
至
誠
・
明
知
・
性
・
仁
知
」
と
い
う
「『
中
庸
』
の
知
論
」
は
、
こ

の
（
３
）
の
⑥
の
Ⓓ
３
「『
大
学
』
の
知
論
」
に
通
じ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

元
は
と
も
に
『
礼
記
』
で
あ
り
、
宜
な
る
か
な
、
で
あ
る
が
、「
誠
・
知
・
性
・

仁
」
が
直
接
「『
大
学
』
の
知
論
」
と
結
び
つ
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
留

意
し
て
お
く
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
⑥
の
Ⓓ
３
の
後
ろ
を
紹
介
し
つ
つ
、
指
摘
す
る
と
、「
堕
落
し

て
身
は
魔
界
に
堕
ち
た
こ
と
も
わ
か
ら
ぬ
」ま
ま
、「
甚
だ
し
い
場
合
に
は
叛
乱
・

戦
争
を
起
こ
し
て
刑
せ
ら
れ
悪
名
を
遺
す
」
の
は
、「
そ
の
、
な
ま
じ
い
に
眼

が
つ
い
た
せ
い
で
世
間
に
災
厄
を
起
こ
し
た
妖
虎
の
例
と
同
列
だ
」。「
自
然
の

采
配
は
玄
妙
だ
、
吉
祥
も
妖
孽
も
理
由
な
く
は
起
き
な
い
。
全
て
は
勧
懲
に
関

わ
る
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
深
意
を
分
か
っ
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
」。

「
以
上
に
よ
り
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
虎
が
本
当
に
巨
勢
金
岡
の
自
筆
な
の

か
神
仏
に
よ
る
霊
画
な
の
か
、
誰
に
も
分
か
ら
な
い
」。「
分
か
ら
な
い
も
の
を

無
理
や
り
説
を
作
っ
て
、
こ
じ
つ
け
て
で
も
理
由
を
捜
そ
う
と
す
る
の
は
、
是

は
惑
い
で
し
か
な
い
」。「
思
う
に
、
虎
で
猛
悪
で
あ
っ
て
も
、
眼
が
無
け
れ
ば
、

人
を
傷
つ
け
な
い
」。
そ
し
て
、
続
く
傍
線
部
㋐
３
、

人
の
性
の
美
し
か
ら
ぬ
も
、
見
ず
知
ら
ざ
れ
ば
、
倒
か
に
易
か
り
。
然
れ

ば
瞽
者
は
、
反
っ
て
具
眼
の
俗
に
勝
り
て
、
冨
戸
あ
り
、
博
識
あ
り
て
、

家
を
興
す
も
尠
か
ら
ず
。

か
。
こ
の
第
百
五
十
回
、
前
々
稿
知
論
２

（
注
８
）で
⑶
「
一
休
和
尚
、
室
町
前
将
軍
足

利
義
政
批
判
・
教
戒
」
と
し
、
前
々
々
稿
知
論
１

（
注
９
）で
、「
政
道
論
の
場
」
か
と

思
わ
れ
よ
う
が
、「
こ
こ
に
は
「
知
論
」
も
交
え
て
あ
っ
た
。
②
③
⑥
を
中
心

に
前
述
「『
中
庸
』
の
知
論
」
に
拠
り
つ
つ
論
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
」
と
し

た
が
、
確
か
に
そ
の
⑥
で
、
し
か
し
、
同
じ
『
礼
記
』
で
も
「
大
学
」
の
方
で

あ
っ
た
。「
誠
の
中
庸
」・「
知
の
大
学
」
と
い
う
に
相
応
し
い
。
こ
の
⑶
【
一
休
、

足
利
義
政
公
教
戒
】
の
⑥
は
、
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

尒
る
に
這
の
無
瞳
の
画
虎
に
、
人
其
の
眼
に
点
ぜ
し
よ
り
、
忽
地
に
暴
れ

出
で
て
、
世
の
人
を
恐
嚇
せ
し
を
、
よ
く
思
え
ば
相
似
た
る
事
あ
り
。

つ
ま
り
「
眼
の
無
い
妖
虎
に
眼
が
附
い
て
世
間
に
迷
惑
を
か
け
た
」、「
こ
れ
に

よ
く
似
た
も
の
ご
と
が
世
間
に
あ
る
」。
そ
し
て
こ
の
⑥
Ⓓ
３
「
無
理
に
学
問

し
て
、眼
の
力
が
働
い
て
し
ま
っ
て
、な
ま
じ
い
に
知
識
が
附
き
、高
慢
と
な
っ

て
堕
落
し
尽
す
」。

こ
こ
は
実
は
、
重
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
前
述
波
線
部

の
Ⓨ
に
注
目
し
た
い
。
上
に
論
じ
て
き
た
如
く
、（
３
）
の
⑥
の
Ⓓ
３
は
、
ま

さ
に
「『
大
学
』
の
知
論
」
で
あ
る
。
即
ち
Ⓨ
、「
知
至
」
る
と
「
誠
」
に
な
る
、

す
る
と
「
心
正
し
」
く
な
り
、「
身
、
修
ま
る
」、
つ
ま
り
逆
に
言
う
と
、「
誠
」

で
な
い
と
、
い
く
ら
「
知
識
が
附
」
い
て
も
「
明
知
」
で
は
な
く
「
暗
知
」
と

な
り
、「
正
心
」
に
な
ら
ず
「
修
身
」
で
き
ぬ
。

ま
さ
し
く
、
こ
の
⑥
Ⓓ
３
、「
無
理
な
学
問
・
な
ま
じ
い
な
知
識
」
で
「
高
慢
・

自
惚
れ
」「
自
誇
り
」
と
な
り
、
人
を
「
欺
き
」、「
利
」「
売
名
」
を
求
め
、「
真
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あ
る
『
大
学
』
で
あ
る
。
八
条
目
の
後
半
「
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」

は
流
布
し
て
い
よ
う
し
、
前
半
の
冒
頭
二
句
「
格
物
・
致
知
」
も
同
様
で
あ
る
。

だ
が
、
残
る
二
句
「
誠
意
・
正
心
」
は
、
慣
用
句
の
よ
う
に
日
本
人
の
高
年
世

代
の
脳
裏
に
は
刻
ま
れ
て
い
よ
う
が
、普
通
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

こ
の
（
３
）
の
⑥
の
Ⓓ
３
に
、
さ
り
気
な
く
使
わ
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
第
百
六
十
七
回
巻
頭
、
⑴
「
下
の
下
の
中
後
序
」
の
X
４

に
も
あ
っ
た
。

或
い
は
又
良
知
に
し
て
心
正
し
く
、
博
く
学
び
得
て
奇
才
あ
る
も
、
命
凶

に
し
て
用
い
ら
れ
ず
、
且
つ
勢
利
に
附
か
ず
、
富
貴
を
羨
ま
ず
、

一
方
、
こ
の
世
界
に
は
逆
に
、「
良
知
に
し
て
心
正
し
く
」
生
き
る
人
が
い
る
。

日
本
の
隅
に
、「
良
知
に
し
て
、
心
正
し
く
生
き
て
い
る
者
が
い
る
ぞ
」、
と
の

宣
言
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
、
そ
う
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
Ｘ
４
に
つ
い

て
は
、
次
節
Ⅲ
で
論
ず
る
。

Ⅲ　

馬
琴
の
心
情
「
誠
意
・
正
心
の
作
家
」

以
下
、馬
琴
の
「
正
心
論
」
に
関
わ
る
も
の
を
、「
八
犬
伝
の
知
論
三
者
」（
１
）

（
２
）（
３
）
よ
り
引
い
て
み
よ
う
。
そ
の
「
馬
琴
の
知
論
の
代
表
」
と
思
わ
れ

る
第
三
部
、第
九
輯
、⑴
「
下
の
下
の
中
後
序
」（
第
百
六
十
七
回
の
巻
頭
）
と
、

⑵
「
毛
野
の
物
思
い
・
内
部
世
界
吐
露
と
馬
琴
の
教
育
観
の
代
表
」
と
考
え
ら

れ
る
第
八
十
九
回
と
、
こ
の
「
京
師
の
話
説
」
末
部
第
百
五
十
回
、
⑶
「
一
休

和
尚
に
よ
る
足
利
将
軍
義
政
批
判
教
戒
」、
こ
れ
ら
三
者
の
該
当
部
、
知
論
に

と
あ
っ
て
、
最
後
同
⑦
、
再
び
直
接
義
政
公
に
語
っ
て
、
一
休
和
尚
は
去
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
最
後
、「
性
の
美
論
」
に
至
っ
て
終
え
る
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

ま
と
め
て
み
る
と
、
こ
の
⑶
の
⑥
は
、「
本
来
眼
の
無
い
妖
虎
に
眼
を
附
け
た

た
め
に
災
厄
が
起
こ
る
説
か
ら
始
ま
り
、
人
間
も
同
じ
で
、
な
ま
じ
い
に
学
問

し
て
、
た
ま
た
ま
眼
が
働
い
て
し
ま
っ
て
知
識
が
附
い
て
し
ま
い
、
高
慢
堕
落

し
、
中
に
は
叛
乱
戦
争
を
起
こ
し
、
つ
ま
り
災
厄
を
起
こ
す
」
と
い
う
話
の
後
、

「
性
の
美
」
論
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、「
眼
を
附
け
た
ら
災
厄
を
起
こ
し
た
妖
虎
・
眼
が
働
い
て
高
慢
堕
落

し
て
災
厄
を
起
こ
し
た
人
間
、
と
も
に
同
列
だ
」
と
い
う
話
。
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
は
「
眼
が
附
く
開
く
・
眼
が
働
き
知
識
が
附
く
」
と
い
う
こ
と
で
「
知
論
」

で
あ
る
が
、ま
た
、「
な
ま
じ
い
に
知
識
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
人
間
が
堕
落
す
る
」

と
い
う
本
質
論
の
「
性
論
」
で
も
あ
ろ
う
し
「
人
性
論
」
で
も
あ
ろ
う
、
そ
し

て
最
後
「
性
の
美
」
論
で
終
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、（
３
）
の

⑥
「『
大
学
』
の
知
論
」
は
、や
は
り
、前
稿
で
論
じ
た
『
中
庸
』
に
通
じ
る
「
誠

論
・
知
論
・
性
論
」
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
あ
と
は
、
こ
れ
に
「
仁
・
知
一
対

性
」
が
加
わ
る
だ
け
で
あ
る
。

「
誠
の
『
中
庸
』」・「
知
の
『
大
学
』」
と
言
う
。
前
稿
ま
で
で
見
た
如
く
、

馬
琴
の
内
部
に
は
『
論
語
』
同
様
『
中
庸
』
が
大
き
く
座
を
占
め
、「
誠
・
知
・

仁
・
性
」
と
し
て
八
犬
伝
の
物
語
世
界
に
明
白
に
言
表
化
さ
れ
、
ま
た
滲
み
出

て
い
た
。
今
回
、
そ
こ
に
『
大
学
』
が
加
わ
っ
た
。「
格
物
致
知
」
の
論
拠
で
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『南総里見八犬伝』の「知論」、その４

て
退
く
こ
と
を
思
わ
ず
、
動
く
と
き
は
人
に
害
あ
り
。
奸
民
盗
児
の
才
あ

る
は
、
多
く
是
な
り
。

X
４
【
或
い
は
又
良
知
に
し
て
心
正
し
く
、
博
く
学
び
得
て
奇
才
あ
れ

ど
も
、
命
凶
に
し
て
用
い
ら
れ
ず
、
且
つ
勢
利
に
附
か
ず
、
富
貴
を
羨
ま

ず
、
同
好
同
志
の
友
稀
な
れ
ば
、
但
い
に
し
へ
の
聖
賢
を
師
と
し
友
と
し

て
、
隠
居
放
言
、
春
日
秋
夜
を
長
し
と
せ
ず
、
常
に
書
を
著
し
て
、
も
て

み
づ
か
ら
其
の
智
を
籠
に
し
ぬ
る
者
あ
り
。
元
の
羅
貫
中
、
清
の
李
笠
翁

是
に
庶
し
と
せ
ん
か
。
是
よ
り
の
下
、
唐
山
に
て
云
う
稗
官
者
流
、
国
俗

の
云
う
戯
作
者
是
な
り
。】

こ
れ
は
「
上
知
・
邪
知
論
」
で
あ
る
が
、
Ⓒ
１
傍
線
部
に
よ
っ
て
、「
奸
悪
」「
仁

義
の
心
な
く
」「
人
に
害
」「
奸
民
盗
児
」
が
、「
悪
人
」「
悪
意
悪
心
」
と
い
っ

た
悪
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
。
ま
さ
に
『
大
学
』
の
「
正
心
論
」

の
対
極
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

し
か
も
、
Ⓒ
１
は
作
家
的
経
験
か
ら
得
た
認
識
の
よ
う
に
も
見
え
よ
う
が
、

や
は
り
残
酷
・
薄
幸
の
少
年
時
代
を
送
ら
さ
れ
た
馬
琴
の
、
実
人
生
体
験
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
Ⓒ
１
は
、
具
体
的
な

悪
の
「
性
」「
人
性
」
を
想
い
起
こ
し
つ
つ
記
し
、
そ
の
直
後
、
Ｘ
４
の
波
線

部
「
良
知
に
し
て
心
正
し
く
」
と
述
べ
た
の
だ
。
こ
こ
に
『
大
学
』「
正
心
論
」

の
持
つ
意
味
の
大
き
さ
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
馬
琴
の
「
心
の
真

実
、
心
の
叫
び
」
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
く
の
が
、「
博
学
・
奇
才
」
だ
が
、「
命
、
凶
」
に
し
て

関
わ
る
と
こ
ろ
を
前
々
稿
で
番
号
を
付
け
て
全
て
分
類
し
、（
１
）（
２
）（
３
）

三
者
を
総
合
的
に
考
察
し
、「
馬
琴
の
知
論
の
前
提
」
と
「
馬
琴
の
上
知
論
」

と
い
う
二
つ
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
次
い
で
前
稿
で
も
こ
の
三
者
を
ま
と
め
て

考
察
し
、「
馬
琴
の
知
論
に
お
け
る
定
義
」「
馬
琴
の
知
論
」「
馬
琴
の
性
美
論

の
前
提
『
中
庸
』
の
知
論
」「
馬
琴
の
性
の
美
論
、即
知
論
」
と
考
察
を
行
な
っ

た
。上

述
し
た
よ
う
に
、
前
々
稿
の
「
馬
琴
の
上
知
論
」
で
（
３
）
の
⑥
Ⓓ
３
に

注
目
し
、そ
し
て
前
稿
の
「
馬
琴
の
知
論
」
で
は
（
１
）
の
Ｘ
４
に
注
目
し
た
。

「
正
心
論
」
に
関
わ
る
（
１
）
の
Ｘ
３
・
Ｘ
４
、（
２
）
の
Ⓓ
２
と
㋐
２
と
、（
３
）

の
⑥
の
Ⓓ
３
と
㋐
２
で
あ
る
が
、
⑥
は
す
で
に
Ⅱ
節
で
論
じ
た
ゆ
え
、
こ
こ
で

は
、
前
二
者
を
考
察
し
よ
う
。

さ
て
、
ま
ず
（
１
）「
下
の
下
の
中
後
序
」
を
引
く
が
、
何
度
も
言
う
通
り
、

難
解
な
文
義
が
続
く
。
私
に
謂
う
と
こ
ろ
の
「
知
論
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
も
難
解
す
ぎ
る
ゆ
え
、
ま
っ
た
く
読
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
も
そ

も
、
ま
と
も
に
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

引
い
た
後
、
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
番
号
・
傍
線
等
は
、
例
に
よ
っ
て
、
前
々

稿
（
（（

（
注

で
分
類
し
た
際
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

X
３
【
然
る
に
智
に
上
智
あ
り
、
邪
智
あ
り
。
上
智
は
、
良
善
の
事
に
用

い
て
、
毫
も
奸
悪
の
事
に
移
ら
ず
。
進
退
必
ず
度
に
称
う
て
、
動
く
と
い

へ
ど
も
跌
か
ず
。
是
を
賢
才
睿
智
と
い
う
。
才
は
智
の
乖
（
埀
？
）
な
る

者
也
。
是
を
以
て
難
し
と
す
。
才
な
く
智
な
き
は
、
則
ち
下
愚
な
り
。】

ⓒ
１
又
邪
智
は
奸
悪
の
事
に
用
い
て
、
仁
義
の
心
な
く
、
進
む
を
知
り
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第
八
十
九
回
、
⑵
は
【
毛
野
の
独
白
・
内
部
世
界
】
を
示
す
極
め
て
重
要
な

と
こ
ろ
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
も
ま
っ
た
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
も
、
毛
野
の
み
な
ら
ず
、
馬
琴
の
身
上
・
心
情
吐
露
が

明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
、
八
犬
伝
の
「
正
心
論
」

に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
み
引
い
て
み
よ
う
。
そ
の
場
面
を
次
に
引
く
。

⑵
然
る
に
て
も
那
の
鯽
三
は
、
心
真
実
な
る
今
番
の
挙
動
、
Ⓓ
２
世
に
万
巻

の
書
を
読
む
も
の
の
、
尊
大
に
し
て
世
事
に
疎
く
、
徒
だ
広
博
に
誇
れ
ど

も
、
異
朝
の
事
の
み
細
し
く
し
て
、
皇
国
の
故
実
は
夢
に
も
知
ら
ず
、
口

に
経
伝
の
語
句
を
解
け
ど
も
、
心
術
は
一
文
不
通
の
、
俗
を
去
る
こ
と
遠

く
も
あ
ら
ず
や
、
そ
の
行
状
を
伝
え
聞
け
ば
、
慕
わ
し
か
ら
ぬ
も
世
に
は

あ
ら
ん
を
、
那
の
鯽
三
に
比
れ
ば
、
実
に
雲
壌
の
差
別
あ
り
。

是
を
思
え
ば　

㋐
２
性
の
美
は
、
自
然
の
美
に
し
て
、
造
ら
ず
飾
ら
ず
、

学
び
て
後
に
才
に
知
る
、
文
字
の
間
に
な
き
も
の
に
て
、
至
善
の
人
と
い

い
つ
べ
し
。
和
も
漢
も
、
昔
も
今
も
、
忠
臣
孝
子
、
義
士
節
婦
の
、
文
字

な
き
も
多
か
る
は
、
学
ぶ
に
優
る
世
の
人
の
、
人
の
上
な
る
人
也
け
り
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
（
２
）
の
Ⓓ
２
は
、
世
の
似
非
学
者
・
似
非
知
識
人
批
判
と

指
摘
し
て
き
た
。
だ
が
、「
性
」「
性
美
」
と
「『
大
学
』
の
知
論
」
が
結
び
つ

い
た
今
、
こ
の
Ⓓ
２
・
㋐
２
も
ま
た
「
正
心
論
」
と
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。「
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
」
が
想
起
さ
れ
よ
う
。

即
ち
、「
誠
意
・
正
心
」
で
あ
れ
ば
、「
修
身
」
し
て
「
真
の
知
に
至
」
る
の

で
あ
っ
て
、「
万
巻
の
書
を
読
む
も
の
の
、、、
心
術
は
一
文
不
通
」
の
Ⓓ
２
に

世
に
「
用
い
ら
れ
」
ぬ
自
分
馬
琴
が
い
る
。
だ
が
、
決
し
て
、
阿
り
は
す
ま
い
、

せ
ぬ
。「
勢
利
に
附
か
ず
」「
富
貴
を
羨
ま
ず
」
に
生
き
る
の
だ
。〈
世
に
対
し
、

人
に
対
し
、
知
と
真
理
に
対
し
、「
誠
意
・
正
心
」
に
生
き
る
〉
と
言
っ
て
い

る
の
だ
。

そ
し
て
、「
同
好
同
志
の
友
、
稀
」
ゆ
え
に
、
八
先
王
・
聖
人
な
ど
中
国
「
古

代
の
聖
賢
を
師
と
し
友
と
し
」
て
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、

日
本
の
「
誠
意
・
正
心
」
な
る
文
人
知
識
人
の
生
で
あ
る
、
私
馬
琴
の
生
き
方

で
あ
る
と
の
宣
言
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、「
常
に
書
を
著
し
」、
も
っ
て
「
み
づ
か
ら
其
の
智
を
籠
に
し
」
て

世
に
明
ら
か
に
す
る
、
つ
ま
り
〈
物
語
と
い
う
形
で
、
人
々
を
愉
し
ま
せ
る
こ

と
と
、
歴
史
と
、
理
念
哲
学
思
想
と
、
こ
れ
ら
三
つ
を
込
め
て
、
今
の
世
に
、

特
に
後
世
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
偉
大
な
作
家
た
ち
〉
が
い
る
、「
中
国

の
羅
貫
中
・
李
笠
翁
、
以
下
、
中
国
稗
官
者
稗
史
作
家
」
に
日
本
の
戯
作
者
で

あ
る
、
と
。
も
ち
ろ
ん
、
馬
琴
は
、
他
の
作
家
、
い
わ
ゆ
る
戯
作
者
な
ぞ
相
手

に
し
て
い
な
い
。

「
日
本
の
戯
作
者
」
と
は
馬
琴
で
あ
る
。〈「
百
年
後
の
知
音
を
俟
ち
」
て
後

世
の
「
誠
意
・
正
心
」
の
人
の
た
め
に
「
隠
微
」
に
小
説
に
思
想
を
込
め
る
真

の
作
家
、「
誠
意
・
正
心
」
の
作
家
は
自
分
し
か
い
な
い
〉
と
い
う
自
負
が
、

明
ら
か
に
み
て
と
れ
よ
う
。

ま
こ
と
に
「
上
知
・
邪
知
論
」
は
「
上
知
・
良
善
論
」
と
な
り
、「
良
知
・

正
心
論
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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と
い
う
の
は
、
譬
え
で
言
う
と
、
人
に
魂
と
魄
と
が
有
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
魂
と
は
つ
ま
り
「
心
神
（
た
ま
し
い
）」
で
あ
り
、魄
と
は
つ
ま
り
「
神

系
（
し
ん
け
い
）」
で
あ
る
。
人
の
心
（
た
ま
し
い
・
精
神
）
が
欲
し
望
む

こ
と
は
、
魄
（
肉
体
神
経
・
肉
体
を
司
る
気
）
の
助
け
で
な
か
っ
た
な
ら
、

手
を
動
か
し
た
り
足
を
動
か
し
た
り
、
動
静
も
言
動
も
、
行
住
（
行
く
・
と

ど
ま
る
）
も
坐
臥
（
座
る
・
横
に
な
る
）
も
、
つ
ま
り
、
日
常
生
活
全
て
の

言
動
起
居
の
行
動
動
作
が
一
つ
も
自
由
に
な
ら
な
い
、
思
う
と
お
り
に
な
ら

な
い
。
魂
と
魄
と
が
協
力
し
て
、
人
間
の
全
て
の
行
為
・
営
為
を
実
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。「
智
慧
と
才
幹
と
、
互
い
に
補
完
協
力
し
て
善
く
致
す
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
も
、
是
の
魂
と
魄
、
精
神
と
肉
体
の
補
完
協
力
で
精
神

の
望
む
こ
と
を
実
現
す
る
と
い
う
道
理
真
理
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

以
上
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
分
か
り
や
す
く
論
が
進
む
。
智
と
慧
と
、
魄
と
魂

と
、
二
元
風
に
対
応
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
。

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
智
と
慧
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
理
解
が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
前
に
説
い
て
あ
っ
た
。
Ⓐ
１
と
Ⓑ
１
の
間
、
X
１
で

あ
る
。
引
く
。

格
物
致
知
は
、
則
ち
、
学
者
の
先
務
也
。
雖
然
も
、
是
を
知
る
而
已
に
し

て
、
慧
な
き
者
は
悟
る
に
由
な
く
、
才
な
き
も
の
は
智
を
致
す
こ
と
得
な

ら
ず
。
こ
の
故
に
智
慧
と
云
い
、
才
智
と
い
う
。

は
決
し
て
な
る
こ
と
な
く
、「
性
の
美
、
自
然
の
美
、
至
善
の
人
、
人
の
上
な

る
人
」
㋐
２
に
近
づ
く
の
だ
、
と
。

Ⅳ　
「
仁
・
知
一
対
」

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
前
稿
ま
で
で
詳
細
に
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
（
１
）
の
Ｘ

２
と
Ｘ
１
を
考
察
し
よ
う
。

「
智
慧
」
に
関
す
る
「
仏
説
の
知
論
」
を
短
く
示
す
Ⓑ
１
の
、
そ
の
後
ろ
に

さ
ら
に
数
行
、
次
の
よ
う
に
「
仏
説
の
知
論
」
X
２
が
続
く
。
こ
れ
ま
で
も
触

れ
て
き
た
が
、
全
文
訳
し
て
こ
な
か
っ
た
ゆ
え
、
こ
こ
で
訳
す
。

思
う
に
智
と
慧
と
、
互
い
に
助
け
あ
っ
て
用
を
な
す
の
は
、
譬
え
ば
、
人
の

身
に
魂
と
魄
と
が
有
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
魂
は
す
な
わ
ち
「
心
神
た
ま

し
い
」
で
あ
り
、
魄
と
は
す
な
わ
ち
「
神
系
し
ん
け
い
」
で
あ
る
。
人
の
心

が
欲
す
る
こ
と
は
、
魄
「
神
系
し
ん
け
い
」
の
助
け
で
な
け
れ
ば
、
手
を
動

か
し
足
を
運
ば
せ
、
動
静
言
動
、
坐
臥
行
止
は
一
つ
も
意
の
如
く
な
ら
な
い
。

智
慧
と
才
幹
と
互
い
に
助
け
あ
っ
て
善
く
致
す
、と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
も
、

是
の
理
り
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
を
分
か
り
や
す
く
釈
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、「
魂
魄
」
と
い
う
時
、

各
辞
典
類
で
は
お
お
よ
そ
精
神
を
司
る
気
・
霊
の
魂
と
、
肉
体
を
司
る
気
・
霊

の
魄
、
と
い
っ
た
魂
と
魄
と
、
精
神
と
肉
体
と
二
元
論
的
な
説
明
と
な
っ
て
い

る
、
そ
の
説
明
を
解
釈
に
用
い
て
み
よ
う
。

思
う
に
、
智
と
慧
と
互
い
に
協
力
補
完
し
合
っ
て
用
を
な
す
、
働
い
て
い
る
、
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ず
度
に
称
う
、
…
…
」
な
ど
、
具
体
的
な
行
為
を
想
像
・
引
用
せ
ね
ば
な
る
ま

い
が
、
儒
学
原
典
か
ら
引
く
の
は
難
し
い
。
た
だ
、
か
つ
て
拙
稿
「
八
犬
伝
第

一
部
、
刺
客
・
軍
師
・
聖
賢（

（（

（
注

」
で
里
見
義
実
と
軍
師
金
碗
八
郎
の
「
智
略
・
叡

智
」
を
対
比
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
小
題
は
、「
軍
師
に
お
け
る
〈
智
・
仁
〉

と
『
論
語
』『
史
記
』『
八
犬
伝
』」
で
あ
っ
た
。
今
、
本
稿
に
必
要
な
関
連
部

の
み
採
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

八
犬
伝
第
二
輯
第
十
一
回
、
八
房
犬
に
騎
っ
て
富
山
に
消
え
た
伏
姫
を
思
っ

て
病
床
に
伏
し
た
妻
五
十
子
に
、
姫
の
安
否
だ
け
で
も
調
べ
て
ほ
し
い
と
か
き

口
説
か
れ
、
受
諾
し
た
後
、
嫡
男
で
兄
の
義
成
に
自
分
が
行
く
と
訴
え
ら
れ
た

場
面
で
あ
る
。

和
殿
が
ご
と
き
は
血
気
の
勇
の
み
。
智
あ
る
人
は
事
に
臨
で
、
お
そ
れ
て

謀
を
好
む
と
い
わ
ず
や
。
父
母
在
す
と
き
は
、
遠
く
遊
ば
ず
。
況
危
き
に

近
く
を
や
。

勇
と
智
と
謀
が
言
及
さ
れ
る
も
、「
勇
の
み
」
は
否
定
さ
れ
、「
智
と
謀
」
が
評

価
さ
れ
て
お
り
、
馬
琴
は
智
と
謀
を
、
あ
る
意
味
、
い
く
ら
か
一
体
と
み
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。「
謀
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
の
否
定
的
な
意
味
合
い
と
は

異
な
り
、
八
犬
伝
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、『
史
記
』
で
は
価
値
あ
る

行
為
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
勇
の
み
」
の
出
拠
は
『
論
語
』
と

思
わ
れ
た
。

子
三
軍
を
行
ら
ば
、
則
ち
誰
と
與
に
せ
ん
と
。
子
曰
く
、
暴
虎
馮
河
し
、

死
し
て
悔
ゆ
る
無
き
者
は
、
我
與
に
せ
ざ
る
な
り
。
必
ず
や
事
に
臨
み
て

儒
学
・
仏
学
混
交
で
、
解
釈
き
わ
め
て
困
難
、
難
解
だ
が
、
前
々
稿
で
の
訳
を

こ
こ
で
修
補
し
て
、
釈
し
直
し
て
み
よ
う
。

格
物
致
知
、
も
の
ご
と
を
正
し
て
智
を
き
わ
め
る
、
明
晰
な
智
を
得
る
と
い

う
の
は
、
学
者
が
何
の
仕
事
よ
り
も
先
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
任
務
で
あ

る
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、知
る
だ
け
に
と
ど
め
て
し
ま
っ
て
、慧
（
そ

の
奥
に
あ
る
真
理
・
真
実
を
究
め
、
受
け
と
め
る
力
）
の
な
い
者
は
、
悟
り

た
く
と
も
そ
の
方
法
が
な
い
し
、
才
（
智
の
用
、
働
き
、
技
術
）
の
な
い
者

は
、
智
を
致
す
、
智
を
き
わ
め
て
明
晰
な
智
を
得
る
、
も
の
ご
と
の
本
質
と

深
遠
な
る
認
識
に
い
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
才
の
目
標
で
あ
る

致
知
と
、
致
知
と
同
様
の
悟
る
こ
と
に
必
要
な
力
の
慧
と
を
併
せ
て
智
慧
と

云
い
、
ま
た
、
致
知
に
必
要
な
用
・
働
き
の
才
と
致
知
の
性
・
本
質
た
る
智
、

明
晰
に
し
て
得
る
智
と
を
併
せ
て
才
智
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ｘ
１
を
こ
の
よ
う
に
、
改
め
て
解
釈
し
て
み
た
。

こ
の
Ｘ
１
に
お
い
て
、
仏
学
で
は
「
智
と
慧
」
が
中
心
だ
が
、
儒
学
理
念
、

用
語
と
し
て
は
、「
知
」「
才
」「
才
知
」
が
根
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
ゆ
え

に
難
し
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
に
続
く
、
上
記
「
智
慧
・
魂
魄
説
」
の
Ｘ

２
と
、「
上
知
・
邪
知
、
良
善
・
奸
悪
、
才
知
」
の
Ｘ
３
と
Ⓒ
１
も
、
合
わ
せ

て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

前
引
Ｘ
３
の
「
進
退
必
ず
度
に
称
う
・
動
く
と
い
え
ど
も
跌
か
ず
」
が
注
目

さ
れ
る
。
同
じ
く
前
引
ⓒ
１
の
真
ん
中
の
「
進
む
を
知
り
て
退
く
こ
と
を
思
わ

ず
、
動
く
と
き
は
人
に
害
あ
り
」
に
類
似
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。「
進
退
必
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『南総里見八犬伝』の「知論」、その４

本
稿
の
論
旨
か
ら
ず
れ
る
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
儒
学
的
に
は
理
想

の
英
雄
像
、
完
成
さ
れ
た
理
想
像
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
論
語
』
に

説
か
れ
る
う
ち
の
一
つ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
「
仁
は
忠
恕
、
ま
ご

こ
ろ
・
思
い
や
り
」
と
、「
仁
・
知
の
一
対
性
」
の
二
つ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
た
、『
論
語
』「
憲
問
第
十
四
」
で
は
、「
仁
者
は
必
ず
勇
有
り
。
勇
者
は

必
ず
し
も
仁
有
ら
ず
」
と
さ
れ
る
。
仁
あ
っ
て
こ
そ
の
勇
を
示
し
て
い
る
。
知

と
勇
が
示
さ
れ
、
仁
と
勇
も
示
さ
れ
た
。
で
は
、
知
と
仁
は
、
と
い
う
と
、
こ

れ
も
も
ち
ろ
ん
『
論
語
』
に
あ
っ
た
。「
里
仁
第
四
」
冒
頭
で
あ
る
。

子
曰
く
、
仁
に
里
る
を
美
と
な
す
。
択
び
て
仁
に
処
ら
ず
ん
ば
、
焉
ん
ぞ

知
た
る
を
得
ん
。

仁
に
居
る
居
な
い
の
選
択
は
各
人
の
自
由
だ
が
、
仁
の
立
場
を
択
ば
な
い
と
す

れ
ば
、
ど
う
し
て
真
実
の
知
・
叡
知
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

即
ち
、「
真
の
知
と
は
常
に
仁
を
意
識
・
選
択
し
て
考
え
行
動
す
る
人
に
し
か

な
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
や
は
り
「
仁
・
知
一

対
」
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
Ⅳ
節
で
Ｘ
１
・
Ｘ
２
を
考
察
し
、
続
け
て
Ⓒ
１
も
、
対
の
Ｘ
３

も
、
詳
細
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ⅴ　

二
大
世
界
観
と
「
誠
意
・
正
心
」

「
仁
」
も
「
義
」
も
、い
ず
れ
も
「
性
の
徳
」、本
質
の
顕
れ
で
あ
り
、「
正
心
」

に
通
じ
て
い
た
。
理
念
思
想
と
し
て
理
想
の
二
大
世
界
観
と
考
え
て
い
る
【
仁

懼
れ
、
謀
を
好
く
し
て
成
さ
ん
者
な
り
と
。

釈
す
。

も
し
大
軍
を
動
か
す
と
し
た
ら
、
い
っ
た
い
誰
と
共
に
す
る
か
と
問
う
と
、

孔
子
は
、
虎
を
素
手
で
打
っ
た
り
黄
河
を
徒
歩
で
渡
ろ
う
と
し
て
、
死
ぬ
こ

と
に
な
っ
て
も
後
悔
し
な
い
よ
う
な
者
と
は
、
私
は
行
動
を
共
に
し
な
い
。

必
ず
、
事
に
臨
ん
で
は
懼
れ
て
い
る
如
く
慎
重
に
、
充
分
に
計
画
を
立
て
て

実
行
し
成
功
さ
せ
る
よ
う
な
思
慮
深
い
者
、
智
者
と
行
動
を
共
に
し
た
い
。

こ
れ
こ
そ
、
上
述
X
３
及
び
そ
れ
に
続
く
Ⓒ
１
で
あ
ろ
う
。
Ｘ
３
の
「
進
退
必

ず
度
に
称
う
・
動
く
と
い
え
ど
も
跌
か
ず
」
で
は
な
い
か
。
即
ち
、「
智
」
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
物
語
に
沿
っ
て
言
う
と
、「
匹
夫
の
勇
」「
血
気
の
勇
」
で
は

駄
目
だ
、「
智
者
・
賢
者
」
で
な
い
と
、
命
は
預
け
ら
れ
な
い
、「
智
者
こ
そ
度

に
称
っ
た
進
退
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
行
動
し
て
も
致
命
的
な
失
敗
を
し
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
は
X
３
の
対
、
X
３
の
直
後
に
続
く
ⓒ
１
の
中
の
、「
進
む

を
知
り
て
退
く
こ
と
を
思
わ
ず
、
動
く
と
き
は
人
に
害
あ
り
。」
と
粗
同
じ
で

は
な
い
か
。
す
る
と
ⓒ
１
は
、「
仁
義
」
が
問
題
と
な
る
が
、「
義
」
は
正
し
く

生
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
仁
」
だ
が
、
上
記
の
智
と
勇
に
絡
め
て
考

え
る
時
、
た
だ
ち
に
想
起
す
る
の
は
、「
智
・
仁
・
勇
の
三
徳
」
で
あ
り
、「
仁
・

智
一
対
」
で
あ
る
。
拙
稿
「
八
犬
伝
の
根
底
世
界（

（（

（
注

」
に
詳
述
し
た
ゆ
え
、ま
た
、
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井上啓治

８　

注
５
に
同
じ
。

９　

注
４
に
同
じ
。

10　

注
５
に
同
じ
。

11　
『
就
実
表
現
文
化
』
１
号
（
通
巻
27
号
）、
平
18
・
12
。

12　
『
就
実
論
叢
』
36
号
、
平
19
・
２
。

知
一
対
兼
備
】
し
た
【
少
年
の
成
長
】
に
、「
正
心
」
こ
そ
、「
誠
意
・
ま
ご
こ

ろ
」
こ
そ
、
必
須
で
あ
っ
た
。

少
年
時
代
・
青
年
時
代
に
、
い
な
、
幼
年
時
代
か
ら
残
酷
・
薄
幸
の
生
を
強

い
ら
れ
て
き
た
馬
琴
は
知
っ
た
、
仁
も
義
も
、
礼
も
知
も
忠
も
信
も
、
孝
も
悌

も
、
無
残
に
踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ
と
を
。

こ
の
現
実
を
覆
す
の
は
、八
犬
伝
と
い
う
壮
大
な
超
大
長
編
世
界
に
お
い
て
、

「
ま
ご
こ
ろ
真
心
」「
正
心
」
の
、
理
念
・
理
想
し
か
な
か
っ
た
、
そ
う
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

注１　

高
田
衛
編
『
復
興
す
る
八
犬
伝
』、
平
20
、
勉
誠
出
版
。

２　
『
就
実
表
現
文
化
』
2
号
（
通
巻
第
28
号
）、
平
19
・
12
。

３　
『
就
実
論
叢
』
37
号
、
平
20
・
２
。

４　
『
就
実
表
現
文
化
』
８
号
、
平
26
・
１
。

５　
「
続
・
八
犬
伝
の
知
論
」（『
就
実
論
叢
』
44
号
、
平
27
・
２
）。

６　
「
続
々
・
八
犬
伝
の
「
知
論
」」（『
就
実
論
叢
』
45
号
、
平
28
・
２
）。

７　

こ
こ
は
『
大
学
』
の
第
一
段
第
二
節
だ
が
、
八
条
目
が
七
句
七
句
で
折
り

返
し
て
繰
り
返
さ
れ
、「
天
子
か
ら
庶
人
ま
で
人
は
皆
、
修
身
を
本
と
す
べ

き
で
…
…
人
は
そ
れ
を
知
る
べ
き
で
、
こ
れ
こ
そ
知
の
至
り
と
い
う
の
で
あ

る
」
と
い
う
ふ
う
に
続
く
四
句
で
終
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
人
の
格

物
致
知
・
誠
意
正
心
・
修
身
こ
そ
が
、
知
に
至
る
道
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。


